
現行の特定高齢者の決定方法  
1一塩定高齢者の候補者の選定  

○老人保健事業における基本健康喜多査の受診者及びその他様々な方  
法により把握された特定高齢者の可能性がある者が記入した基本  
チエツグ」ストをもとに、以下の①から④のいずれかに該当する  
者を特定高齢者の候補者として選定する。  

基本チェックリスト  

口   バスや電車で1人で外出           していますか  0．は    い    上し    ＼し  ＼   え   

田   日用品の買物をしていますか  0．はい       仁いい       孔   

田   預貯金の出し入れをしていますか  0．はい       トいい       え   

4   友人の家を訪ねてし＼ますか  0．はい       t．いい       え   

田   家族や友人の相訪＝このっていますか  0．はい       仁いい       ス．   

田   階建を草すしパら磐をつた：わらすに吊ってい許すか  0．はい       仁いい       穴．   

「   椅子に座った扶悪力                        ㌢すか       ょし＼              7し  

（1 い      Jて歩           ＼  ．・‘し   

田   こ幻1勾   潤＝＝串・    云んたことが払リ3ご丁         か  て．はい       紅いい       ノし   

①うつ予防・支援関係の項目を除く20項目（1～19及びBM】）   

のうら12項目以上該当する者  

（票運動器の機写引包上5頃日全て該当する者  

②栄養憩蔓2項召全て該当する看  

せ□月空機能の竃上3頂弓全て該当する音  
運動器の  

機能向上  
2 特定高齢者の決定   

○特定高齢者候補者について   

（1）基本チェックリスト＋検査所見・理学所見   

（2）生活機能評価に関する医師の判定区分   

により市町村は特定高齢者を決定する。  

栄養改善  

： 口腔機能  
＜基本チェックリスト ＋ 検査所見・理学所見＞  の向上  

①運動器の機能向上   
亘本千丁ツワリスト（6）／－（10）〔／〕全てに≡失当する者  

②栄姦改善 ①及び②に該当する書又は③に該当する書  

認知症  

③口腔機能の向上 ①、②及び③の全てに該当する者。  

喜 ④閉じこもり予防・支援  
】  
l  

；⑤認知症予防・支援  

l  l  

：⑥うつ予防・支援  
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寺定高齢者の決定から介護予防プログラムヘの参加までの手順（現行）  

基本チェックリストによるチェック  

－ l‾‾‾‾‾‾■‾‾‾‾‾‾‾‾‾  

；どうつ予防支援：  

ーーーーーーーーー疇一一－－  l‾‾‾‾●‾‾‾‾‾‾‾‾‾■「  

運動墨塑像能；：墓畳改善関係；  

包土関係の5：：の2項目のうち：  
項目のうち5項：：2項目全て ：  

目全て   

■
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
 
 

ミ旦腔機能の向  

l＿＿＿＿＿．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ l＿＿＿＿＿＿．＿＿＿＿＿＿＿＿＿  

非  

特  

定  

高  

者  

l一－－－－－■－－－－－t－－rl‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾1l‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾－‾「l‾‾‾‾‾‾t‾‾‾‾‾‾‾ 

ぎ口腔機能の向：：盟㌫≡も吐曇：：畢些重要堅；；≡竺甲二要撃；  
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 介護予防プログラムへの参加者  



寺定高齢者の決定から介護予防プログラムへの参加までの手順（見直し後）  

基本チェックリストによるチェック  

‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾ 

：うつ予防■支 ど  
l‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾「  

；口腔機能：  

：旦包土関；  
：係の3項目：  

：のうち2項：  

：目以上  ≡  
l l  

‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾ 1暮‾‾‾‾‾‾‾t‾‾‾‾ l  

運動器の：：栄養改善：  

塩鮭包土：：関係の2項： 関係の5碩：：目のうち2 ≡  

目のうち3：：項目全てl  

項目以上：：    ：             ll l  

ト援関係を除  
：く20項目の：  

‡うち10項目  

：以上  
l  l  l  l  

L ＿ ＿．＿＿＿＿ ＿ ＿ ＿ ＿＿J  

非該当者、要支援■要介護者  
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：閉じこもり：：認知症予 ：：出む  

；：支援関係  ；亘盟二王崖：；竪要撃讐  

：口腔機能  
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塩鮭包土：；関係の2項：  
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l  

：係3項目の：   関係の5項：；目のうち2  

目のうち3：：項目全て  
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ll  L ＿ ＿ ＿ ＿．＿ ＿－ ＿．＿．＿．■■＿  
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：うち2項目  
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l  

l‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾▼‾‾‾‾‾t‾‾‾‾‾‾‾1  

生活機能低下有り  … 生活機能の低下無し  

：：医学的埋由により次の介護予防事業の利用は不適当  
I I 

：  □全て□運動器の機能向上 □栄養改善  

介護予防事業の  「全て」にチェックされた者  
】  

： 利用が望ましい  
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： ロ 口腔機能の向上 ロその他（   ）  

l  

決定者の同意に 基づく参加 一一．1．・｛摺畑．絹王一一  
チェックされていないプログラム  
への参加  

介護予防プログラムへの参加  



平成19年4月1日施行  

保健事業実施要領新旧対照表  

現 行  改 正 （案）  

第5 健康診査   

2 基本健康診査   

（2）基本健康診査の実施  

ア 検査項目及び方法  

基本健康診査は、問診、身体計測、理学的検査、  

血圧測定、検尿、循環器検査、貧血検査、肝機能検  

査、腎機能検査、血糖検査、ヘモグロビンAIc検  

査及び血清アルブミン検査を実施する。  

なお、反復唾液喋下テスト、心電図検査、眼底検  

査、貧血検査、ヘモグロビンAIc検査及び血清ア  

ルブミン検査については医師の判断に基づき選択  

的に実施する。  

（ア）問診  

現状の症状、生活機能評価に関する項目（剋  

添2の様式2「健康度評価のための質問票 佃  

墓と⊥を用いるものとする。）、既往歴、家族歴、  

噂好、過去の健康診査受診状況等を聴取する。  

第5 健康診査   

2 基本健康診査   

（2）基本健康診査の実施  

ア 検査項目及び方法  

基本健康診査は、問診、身体計測、理学的検査、  

血圧測定、検尿、循環器検査、貧血検査、肝機能検  
査、腎機能検査、血糖検査、ヘモグロビンAIc検  
査及び血清アルブミン検査を実施する。  
なお、反復唾液喋下テスト、心電図検査、眼底検  
査、貧血検査、ヘモグロビンAIc検査及び血清ア  
ルブミン検査については医師の判断に基づき選択  

的に実施する。  

（ア）問診  

現状の症状、生活機能評価に関する項目（工塵  
康度評価のための質問票（B雲脚ク  

以下「基本チェッ  （別添2の様式2。   リスト）」  

クリスト」という。）を用いるものとする。）、既  
往歴、家族歴、噂好、過去の健康診査受診状況  

等を聴取する。   

（3）検査結果の判定と指導区分   

検査結果については、各検査ごとに所定の方法で判定  
し、指導区分の決定に当たっては、これらの判定区分を  
総合的に判定し、「異常を認めず」、「要指導」及び「要  

医療」に区分する。なお、区分に当たっては、年齢、性、  
生活環境等の個人差について十分に配慮する。  

（3）検査結果の判定と指導区分   

検査結果については、各検査ごとに所定の方法で判定  
し、指導区分の決定に当たっては、これらの判定区分を  
総合的に判定し、「異常を認めず」、「要指導」及び「要  

医療」に区分する。なお、区分に当たっては、年齢、性、  
生活環境等の個人差について十分に配慮する。  
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参考資料4－1  

介簾予賄事業（地域電績事業）何馳農的窃取組に向什て  
～成農を上げるた助の一つのポイント～  

I．特定高齢者の把握について   

基本健康診査で基本チェックリストを実施していますが、特定高齢者  
に該当する方はあまりいません。  

l■■■■1－ ■ ■ ■  樹6■l■  

○基本健康診査に併せて実施する方法は、多＜  
の高齢者をスクリーニングする方法として効率  

的ですが、受診者は自立した方が多いので、持  
ポイント①  

効率的かつ効果的な特  

定高齢者の把握は、  
（か「多＜の方をチェッ   

クできる基本健康診   

査ルート」  

②「特定高齢者の可能   

性の高い関係機関等   

ルート」  

の組合せが重要です。  

定高齢者に該当する割合は低い傾向にあります。   

○特定高齢者である可能性の高い基本健康診査  

末受診者等については、医療関係団体等の関係  

国体や地域包括支援センター、保健師等と連携  
することにより把握することが効率的かつ効果  
的です。   

○各市町村は、両者を組み合わせた把握事業を  
亨う必要があります。  

持貞巨高l給毒を把握するルート（基本チェックリスト）  

亘）基本健康 診査ルート  ②関係機関等ルート   

基本健康診  
査（医 師に  
よる生活機  
能評価も併  
せて実施）  

特定高齢者の把握が進んでいる自治体はどのような取組をしている  

のですか？  
p‘臨t城揃鮫躇 首  ■ ■l■  ■ ■ ■  l■ － ■l ■  

○具体的には、次のような取組に積極的に取り  

組んでいます。  

・特定高齢者把握事業の担当窓口の設置、周知  

・医療関係団体等の関係団体との連携  
・地域包括支援センターとの連携  

・保健師等の訪問活動との連携   
※ 詳細は「介護予防事業の実施状況の調査結果と特  

定高齢者把握のための効果的な取組の分析」を参照  

して下さい。   

○各市町村は、地域の実情を踏まえて関係団体  

との連携等に取り組む必要があります。  

－1－   



特定高齢者の把握でその他に工夫することはありますか？  

＼＿‾1－  具体的には各市町村が、  

1）要支援認定の申請者に向けて、特定高齢者施   
策の説明をするとともに、基本チエッグ」ス   

トの実施を促すなど、介護予防事業の周知を   
行い、  

2）認定審査会に対しても、特定高齢者施策を説   
明し、要介護認定が非該当の看であっても、   

必要な場合には特定高齢者として適切なサー   
ビスが受けられることを周知していただ＜こ   

とが重要です。  

○特定高齢者把握事業は地域包括支援センター   
が受託できる事業であり、委託費は地域支援事   
業交付金の対象です。（法施行規則第140条の50）  

○新たに受託できることとなる介護予防事業の   

音及啓発事業等をあわせて実施することにより、   
一層効果的な把握事業の実施が可能となります。  

ポイント④  

特定高齢者の把握事業  

は地域支援事業交付金の  

対象です。  

2．介＃予賄事業の実施について  

－2－   



国の定める基本チェックリストの該当基準では特定高齢者が十分集  

まらないので、市町村が独自に該当基準を定めて介護予防事業を実施  
してもよいですか？  

○一般高齢者施策は、市町村独自の基準で  

介護予防事業の対象者を決め、事業を実施  

することは可能です。   

○特定高齢者施策と適切に組み合わせて、  
地域の実情に応じた効果的な介護予防事業  

を展開することも可能です。  

3．介＃予賄の軸農について  

介護予防の効果は、特定高齢者施策だけで考えるのですか？  

○介護予防の効果は、介護予防特定高齢者  
施策（ハイリスクアプローチ）と介護予防  
一般高齢者施策（ポピュレーションアプ  

ローチ）で効果を考えます。   

○両施策を適切に組み合わせて効果的な介  
護予防事業を展開することが重要です。  

今絶の国の取組について  

○介護予防事業に積極的に取り組んでいる自治体の先  

進的な取り組みや介護予防プログラムを情報提供して  

いきます。  

○特定高齢者の把握状況や関係者の御意見等を踏まえ、  
特定高齢者（候補者）の該当基準、特定高齢者（決定  
者）の決定基準について、要件の見直しを検討します。  
（平成19年4月施行予定）  

－3－   



参考資料4－2  

介護予隋事業の活性化を目指して  

全国の市町村で行われている介護予防事業について、その対象となる特  
高齢善が適切に把握されず、改正介護保険法で創設された「介護予防シス  
ム」が十分に機能していないという問題が生じています。  
この問題を解決するため、以下のことを改善していきます。  

対策I．  
特走高齢者を把撼するた助の古事手工サケりストの参加者せ増やし辛す。  

（1）基本チェックリストの参加者を増やすためには、基本健康診査との連  
携のほかに、  

①特定高齢者把握事業の相談窓口の設置、周知  

②医療関係団体等の関係団体との連携  
③地域包括支援センターとの連携  

④保健師等の訪問活動との連携   

などが効果的です。  
※詳細は、り†護予防事業の実施状況の調査結果と特定高齢者把握のための効果的な取組の分析」  
を参照してください。  

（2）さらに、参加者を増やすためには、特定高齢者の把握担当部局と要介   
護認定の担当部局との連携が重要です。  
具体的には、各市町村が、  
①要介護認定の申請者に向けて、特定高齢者施策の説明をするととも  
に、基本チェックリストの実施を促すなど、介護予防事業の周知を  
行い、  

②認定審査会に対しても、特定高齢者施策を説明し、要介護認定が非  
該当の万であっても、必要な場合には特定高齢者として適切な  
サービスが受けられることを周知することが重要です。  

（3）国は、こうした効果をあげている先駆的な自治体の取組について市町  
村に情報提供していきます。  

－1－   



河贅ヱ．  
特走耕曹の把雌準の事件鳥庫しを構肘レ手す。  

高齢者の把握状況や関係者の御意見などを踏まえ、  
チェックリストに係る特定高齢者（候補者）の該当基準  

高齢者（決定者）の決定基準  

て、要件の見直しを検討します。（平成19年4月施行予定）  

河贅J．  
地蠣の手廿に応じた、特走高齢者批一般誌鱒昔施策と組合わ  
せた市町村の介＃手鮪■齢可能とし手す。  

（1）一般高齢者施策は、市町村独自の基準で対象者を決めることが可能で   
す。特定高齢者施策と適切に組合せて、地域の実情に応じた、効果的な   
介護予防事業を展開することも可能です。  
（2）特定高齢者施策と一般高齢者施策は、同じ会場で実施することを可能   
とします。高齢者同士が一緒に参加できるようにするなど、市町村の創   
意工夫が可能になります。  

対策■．  
特走甜昔把♯■♯を行う地蠣包括ま績センターの体制♯齢ま♯  
し、さり地鳥的啓特走蔦♯昔の把橿を自指し手す。  

（1）特定高齢者把握事業は、現在でも地域包括支援センターが受託できま   
すが、当該センターが委託できる業務を緩和し、介護予防に係る普及啓   
発や地域活動を支援する事業などを受託することができるようにします。  
（2）これらの事業をあわせて実施することにより、特定高齢者の把握につ   
いてもー層効果的な業務の実施が可能となります。  
（3）また、これらの事業は地域支援事業交付金の対象となることから、受   
託した場合、当該センターの体制整備も図られることとなります。  

対策5．  
介構予価■♯に軸黒をあけている先駆的啓白治体の組や介＃手賄  

Ⅶケ弓ムをすべての市町村に付し、礪的に情報纏朗し、市町村をま  
績し事す。  
‡続き、介護予防事業に効果をあげている先駆的な自治体の取組や介護  
ログラムをすべての市町村に対し、積極的に情報提供し、市町村を支  

－2－   




